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住
ま
い
の
復
興
に

住
ま
い
の
復
興
に

大
き
な
一
歩

大
き
な
一
歩

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
、

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
の

建
設
を
開
始【災害公営住宅模型の一画】【災害公営住宅模型の一画】
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愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
の
建

設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
東
日
本
大
震

災
で
住
宅
を
失
っ
た
町
民
の

方
々
の
た
め
の
町
営
住
宅
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て

４
棟
を
整
備
し
ま
す
。

　

県
道
赤
柴
中
島
線
沿
い
の
新

地
町
中
心
部
に
位
置
す
る
愛
宕

東
災
害
公
営
住
宅
は
、
学
校
な

ど
が
集
積
す
る
丘
の
上
を
結
ぶ

桜
並
木
の
坂
道
が
あ
る
新
し
い

住
ま
い
で
す
。

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
な
ど
30
戸
を
整
備

　

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
の
間

取
り
と
戸
数
は
、２
Ｄ
Ｋ
９
戸
、

３
Ｄ
Ｋ
６
戸
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
15
戸

の
合
計
30
戸
で
す
。

１
月
31
日
に
着
工
式

　

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
の
安

全
祈
願
祭
・
着
工
式
は
、
１
月

31
日
、
新
地
町
地
区
の
建
設
予

定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
加
藤
憲
郎
町
長
、

目
黒
靜
雄
町
議
会
議
長
、
諸
橋

省
明
福
島
復
興
局
長
の
ほ
か
、

地
権
者
や
地
元
行
政
区
長
な
ど

が
出
席
。
工
事
の
安
全
を
祈
り

ま
し
た
。

　

整
備
主
体
は
、
新
地
町
と
協

定
を
結
ん
だ
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
の

愛
宕
東
災
害
公
営
住
宅
の

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
は
地
域
を
つ
な
ぐ
桜
坂

コ
ン
セ
プ
ト
は
地
域
を
つ
な
ぐ
桜
坂

住まいの復興に
大きな一歩

尚英中学校尚英中学校

新地小学校新地小学校

新地保育所新地保育所

役場役場新地郵便局新地郵便局
町の花 ”桜 ” 並木町の花 ”桜 ” 並木

四季を彩る四季を彩る
シンボルツリーシンボルツリー

愛宕東災害公営住宅建設地愛宕東災害公営住宅建設地
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構
で
、
工
事
の
施
工
は
大
成

ユ
ー
レ
ッ
ク
・
大
成
建
設
の
建

設
工
事
共
同
企
業
体
が
行
い
ま

す
。

完
成
予
定
は
12
月

入
居
本
申
込
受
付
は

７
月
ご
ろ
を
予
定

　

今
年
12
月
に
完
成
し
、
平
成

26
年
１
月
入
居
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
愛
宕
東
災
害
公

営
住
宅
へ
の
入
居
希
望
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
方
々

を
対
象
に
仮
申
し
込
み
の
受
け

付
け
を
４
月
ご
ろ
、
本
申
込
の

受
付
を
７
月
ご
ろ
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

防
集
団
地
５
カ
所
に
68
戸
、

駒
ヶ
嶺
原
地
区
に
６
戸
の
災
害

公
営
住
宅
を
建
設
予
定

　

ま
た
、
町
で
は
町
内
７
カ
所

の
防
災
集
団
移
転
団
地
の
造
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。（
広
報
し

ん
ち
２
月
号
参
照
）そ
の
う
ち
、

作
田
東
、
作
田
西
、
雁
小
屋
、

岡
、
大
戸
浜
の
５
カ
所
の
防
災

集
団
移
転
団
地
に
は
、
入
居
後

に
買
い
取
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
に
対
応
し
や
す
い
よ

う
、
一
戸
建
て
の
災
害
公
営
住

宅
68
戸
の
建
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
総
合
運
動

公
園
こ
ど
も
の
森
の
南
側
の

駒
ヶ
嶺
原
地
区
に
一
戸
建
て
６

戸
の
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

防災拠点となる集会所防災拠点となる集会所

隣地に配慮したフェンス＋植栽隣地に配慮したフェンス＋植栽

愛宕東災害公営住宅の工事が進む新地町地区内。

県道赤柴中島線から南方面（尚英中方面）に向かった様子。



１　

地
域
の
防
災
拠
点
整
備

□
既
存
集
落
と
丘
を
結
ぶ

　

動
線
の
確
保

　

標
高
の
低
い
国
道
沿
い
に
広

が
る
集
落
と
丘
の
上
の
中
学
校

を
結
ぶ
動
線
を
、
団
地
内
の
道

路
（
開
発
道
路
）
と
し
て
整
備

し
、
災
害
発
生
時
の
避
難
経
路

を
確
保
し
ま
す
。

□
既
存
施
設
と
連
携
す
る

　

地
域
防
災
拠
点
形
成

　

既
存
の
広
場
、
集
会
所
、
消

防
団
倉
庫
と
県
道
を
挟
ん
だ
場

所
に
公
園
と
集
会
所
を
設
け
、

地
域
の
防
災
拠
点
を
形
成
し
ま

す
。

２　

高
齢
者
・
子
育
て
層
の

　
　

安
心
居
住

□
歩
車
融
合
道
路

　

団
地
内
道
路
は
通
過
交
通
を

排
除
し
、
イ
メ
ー
ジ
歩
道
や
緩

勾
配
の
辻
広
場
な
ど
で
歩
車
融

合
を
図
り
ま
す
。

□
１
階
住
戸
に
専
用
庭

　

１
階
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
可
能
な
住
戸
。南
側
に
は
、

入
居
者
が
個
別
に
利
用
で
き
る

専
用
庭
を
設
け
、
土
と
接
し
た

暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
た
。

□
住
棟
ご
と
の

　

„
え
の
め
え
“
コ
ー
ナ
ー

北
側
の
玄
関
先
、
階
段
付
近
に

は
住
民
の
交
流
を
促
す
ポ
ケ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー
。

„
え
の
め
え
“
＝
「
家
の
前
」

は
、
屋
敷
の
中
の
通
路
の
こ
と

で
、
昼
で
も
夜
で
も
か
ま
わ
ず

通
り
抜
け
が
出
来
た
こ
の
地
域

特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
醸
成

の
仕
掛
け
で
す
。

愛
宕
東
地
区
災
害
公
営
住
宅
コ
ン
セ
プ
ト

地
域
を
つ
な
ぐ
桜
坂

県
道
沿
い
の
既
存
集
落
と

学
校
な
ど
が
集
積
す
る
丘
の
上
を
結
ぶ

桜
並
木
の
坂
道
が
あ
る
新
し
い
住
ま
い

広報しんち H25.3.5（４）

住まいの復興に
大きな一歩

１

２



３　

環
境
へ
の
配
慮

□
地
形
を
活
か
し
た
配
置
計
画

　

既
存
地
形
を
活
か
し
た
配
置

計
画
と
す
る
こ
と
で
、
造
成
工

事
を
低
減
し
、
搬
出
土
量
を
抑

え
て
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

抑
え
ま
す
。

□
太
陽
光
発
電
の
導
入

　

共
用
部
の
集
会
所
で
は
、
屋

根
に
太
陽
光
発
電
の
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
共
用
部
の
一
部
電
力

を
ま
か
な
い
ま
す
。

４　

地
域
に
根
ざ
し
た

　
　

住
宅
建
設

　２年前、被災地調査で沿岸部を訪れ（東
日本大震災の約１週間後）被災状況を目
の当たりにしたとき、涙が出そうになり
ました。そのとき無力感に包まれていた
自分が新地町の復興に携わることになっ
た今、「一歩でも前へ」の思いと日々の積
み重ねが「復興まちづくり」につながり、
その結果「転禍為福」となるよう取り組
んでいきたいと思っています。

□
地
域
景
観
と
調
和
す
る

　

勾
配
屋
根

　

周
辺
に
多
く
見
ら
れ
る
勾
配

屋
根
を
基
本
と
し
て
、
集
落
景

観
と
調
和
す
る
デ
ザ
イ
ン
で

す
。

□
町
の
花
で
あ
る

　
「
桜
」
を
活
か
し
た
景
観

　

中
学
校
に
向
か
っ
て
登
る
坂

道
に
、
桜
を
植
樹
し
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
桜
坂
を
創
出
。

□
生
活
様
式
に
対
応
し
た

　

屋
外
物
置

　

季
節
ご
と
に
取
り
替
え
る
タ

イ
ヤ
の
収
納
な
ど
、
生
活
様
式

に
対
応
し
た
屋
外
物
置
を
駐
車

場
と
セ
ッ
ト
で
計
画
し
ま
し

た
。

広報しんち H25.3.5（５）

全国からの
応援職員

都市計画課
都市計画係

㈶福島県区画整理協会

鈴木  貴史さん

３

４

１ 県道赤柴中島線付近から南方面（尚英中方

面）に向かった景観イメージ

２ 尚英中付近から北方面（県道赤柴中島線方

面）に向かった景観イメージ

３ 尚英中付近から北西方面（県道赤柴中島線

方面）に向かった景観イメージ

４ ３ＬＤＫ間取りの一例（上階に洋室２室が

つきます）

工事が進む愛宕東災害公営住宅建設地



　

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
の
建

設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
は
、

東
日
本
大
震
災
で
住
宅
を
失
っ

た
高
齢
者
の
方
々
の
新
た
な
生

活
の
場
と
な
る
住
宅
で
す
。
住

み
慣
れ
た
土
地
か
ら
離
れ
て
共

に
暮
ら
す
再
出
発
の
場
と
し

て
、
新
た
な
絆
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
大
屋
根
で
各
住
戸
を
繋
ぐ

「
ひ
と
つ
屋
根
の
下
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
台

湾
赤
十
字
社
か
ら
約
３
億
円
の

支
援
を
受
け
て
実
現
し
ま
し

た
。

　

小
川
ソ
リ
畑
地
内
で
事
業
着

手
し
た
被
災
高
齢
者
共
同
住
宅

は
、
木
造
平
屋
三
棟
で
、
２
Ｄ

Ｋ
が
７
戸
・
３
Ｄ
Ｋ
が
15
戸
で
、

延
床
面
積
は
約
１
千
４
百
70
平

方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

入
居
対
象
者
は

住
宅
が
被
災
し
た
65
歳
以
上
の

単
身
者
世
帯
な
ど

　

入
居
の
対
象
者
は
、
津
波
な

ど
で
住
宅
が
被
災
し
た
65
歳
以

上
の
単
身
者
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
す
。
災
害
公
営
住
宅
よ
り
安

い
家
賃
で
入
居
で
き
ま
す
。

　

戸
別
に
玄
関
を
設
け
て
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
な
が
ら

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
や

菜
園
な
ど
の
交
流
空
間
も
設
け

ま
す
。

工
事
の
安
全
祈
る

　

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
の
安

全
祈
願
祭
・
起
工
式
は
、
２
月

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅

被
災
高
齢
者
共
同
住
宅

コ
ン
セ
プ
ト
は

コ
ン
セ
プ
ト
は

新
た
な
絆
が
生
ま
れ
る
「
ひ
と
つ
屋
根
の
下
」

新
た
な
絆
が
生
ま
れ
る
「
ひ
と
つ
屋
根
の
下
」

広報しんち H25.3.5（６）

住まいの復興に
大きな一歩



４
日
、
建
設
予
定
地
の
小
川
ソ

リ
畑
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

加
藤
憲
郎
町
長
、
宍
沢
正
行
日

本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
事
務

局
長
ら
が
、
鎌
や
く
わ
入
れ
な

ど
の
地
鎮
の
儀
を
行
い
ま
し

た
。

　

施
工
は
、
大
和
ハ
ウ
ス
東
北

美
研
特
定
建
設
工
事
企
業
体
で

す
。
22
戸
を
整
備
し
ま
す
。
完

成
は
10
月
の
予
定
で
す
。

■
配
置
計
画

　

住
戸
は
３
棟
で
構
成
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と

３
Ｄ
Ｋ
間
取
（
15
戸
）
と
２
Ｄ

Ｋ
間
取
（
７
戸
）
が
計
画
的
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

敷
地
中
央
部
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
広
場
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
を
設
け
、
住
民
の

方
々
や
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
自
然

に
交
流
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

　

ま
た
、
３
棟
で
構
成
さ
れ
る

住
居
棟
の
間
隔
を
た
も
ち
、
計

画
地
全
体
を
広
々
と
し
た
明
る

い
空
間
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

災
害
時
に
も
ス
ム
ー
ズ
な
避

難
が
で
き
る
よ
う
な
計
画
的
な

住
戸
の
配
置
に
な
っ
て
お
り
、

入
居
者
が
計
画
地
の
中
心
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
）
へ
集
ま

れ
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

住
居
棟
と
車
の
乗
り
入
れ

（
駐
車
場
）
ス
ペ
ー
ス
を
離
す

事
で
、
計
画
地
内
で
の
事
故
を

未
然
に
防
げ
る
よ
う
に
配
慮
し

ま
す
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

各
住
居
棟
の
住
戸
は
、
大
屋

根
に
よ
り
軒
下
が
繋
が
っ
て
お

り
、
住
民
同
士
が
行
き
来
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

計
画
地
内
に
「
菜
園
」
を
設

け
る
事
で
、
自
家
菜
園
や
花
畑

な
ど
、
土
に
触
れ
る
機
会
を
確

保
す
る
事
に
よ
り
、
四
季
の
生

活
に
張
り
合
い
感
の
醸
成
と
ゆ

と
り
の
生
活
を
提
供
し
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
で

は
、
給
食
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
生

活
支
援
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
利
用
の
ほ
か
、
入
居
者

同
士
の
集
会
場
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

広報しんち H25.3.5（７）

全国からの
応援職員

都市計画課
都市計画係

三重県四日市市

山田  広幸さん

　復旧・復興へ向けて邁進する町民の方々
の姿を見て、少しでも新地町のために頑
張ろうという思いを強くしています。
　担当している駅前の区画整理事業につ
いては、いろいろな問題が山積しており
ますが、赴任期間中に 1つでも多く片付
けられるよう頑張ってまいります。
　数年後、家族と共に新地町を訪れ、復
興した新地駅前の商店街で “お茶を一杯 ”
することを今から楽しみにしています。

地場産市場「あぐりや」北側の
被災高齢者共同住宅建設予定地

▼間取りの一例

　工事の安全を祈願し、鎌
　入れをする加藤憲郎町長

▼



まちの話題まちの話題

　新地町と相馬市で発生した災害がれ
きを処理するための仮設焼却炉（相馬
市光陽）が運転を開始しました。
　２月 20日に行われた点火式には、加
藤憲郎町長や目黒靜雄町議会議長ら関
係者約 30名が出席。代表者らが点火ス
イッチを押し、焼却炉に火を入れまし
た。
　この仮設焼却炉では、１日に約
５７０トンのがれきなどが処理できま
す。

震災で発生したがれき処理が加速
仮設焼却炉が稼働

　町では、東北電力（株）相双営業所とユアテッ
ク（株）相双営業所から町内に設置する防犯
灯 20灯の寄贈を受けました。
　東北電力相双営業所の小野所長、ユアテッ
ク相双営業所の井戸川所長らが２月８日、町
役場を訪れ、加藤町長に目録を手渡しました。
　これらの防犯灯は、町内の新たな場所への
設置や、既存の防犯灯の取り替えなどに利用
する予定です。

防犯灯20灯の寄贈を受けました

東北電力とユアテックから町へ

　「がんばれ東北　やっぱり民謡」が２月 20
日、農村環境改善センターで開催されました。
　震災により大きな被害を受けた東北を元気
にしたいと、民謡人震災復興支援有志の会が
主催。
　新地町在住の鈴木正夫さんをはじめ、原田
直之さん（浪江町）ら福島県ゆかりのプロ歌
手の歌声が、来場者のみなさんを魅了しまし
た。

鈴木正夫さんら民謡会のスターが集う

やっぱり民謡

広報しんち H25.3.5（８）



SHINCHI TOWN NEWS

　福田保育所のお茶会が２月 26 日、同保育
所で行われ、年長クラスの子どもたちが抹茶
を味わいながら、茶席のマナーや礼儀作法を
学びました。
　女の子たちは着物で参加し、少し緊張した
面持ちながらも、正しい作法でお茶会に臨ん
でいました。　

マナーや礼儀作法を学ぶ

福田保育所お茶会

　保育所入所前の親子を対象に行われている児
童館交流活動の「たんぽぽひろば」では１月
30日、節分の日を前に豆まきを行いました。
　たんぽぽひろばの恒例イベントとなった豆ま
きには、今年も多くの親子が参加し、にぎやか
に豆まきをしました。

児童館で恒例の節分イベント
たんぽぽひろば

　バイオ産業を担う次世代を育成することを目
的としたプロジェクト「東北バイオ教育プロ
ジェクト」が２月 26日、新地高校で行われま
した。
　同高校化学部のみなさんが、光の色の違いに
よる植物の生育状況の違いについて研究した成
果を発表。赤・青・緑の色の違う光では、赤色
の光を浴びた植物の成長が一番大きかったこと
などを発表しました。

新地高校でバイオ教育
東北バイオ教育プロジェクト

広報しんち H25.3.5（９）

抹茶の味ってどんな味？
Ａちゃん「こころがあたたかくなる味」

つぶやき



◎児童書

『東日本大震災　伝えなければならない100の物語』
学研教育出版

『じゃんけんのすきな女の子』　松岡　享子／作
　　　　　　　　　　　　　　大社　玲子／絵

『魔女の宅急便　魔法のとまり木』　　　　　角野　栄子
『緑のカーテン大百科１・２・３』　　　　学研教育出版
『ドラえもん　秘密道具１００』　　　　　　　　小学館
『チョコレートパン』　　　　　　　　　　　　長　新太
『中学生の成績が上がる！　勉強のルール』　和田　洋和

◎ＣＤ 
『花は咲く』　　　　　　　　　　花は咲くプロジェクト
『ベストアルバム　一万六千二百日　
－明日に架ける歌－』          　　　　　　　宮路　おさむ
『ＯＨ！　Ｍｙ！　Ｇｏｏｄｎｅｓｓ！』　　　　　Ｖ６
『Ｓｕｐｅｒ　Ｂｅｓｔ　Ｒｅｃｏｒｄ　
－１５ｔｈＣｅｌｅｂｒａｔｉｏｎ』　　　  ＭＩＳＩＡ
『ソング絵本大全集』　　　　　　　　　　　　サトシン 
『テイク・ミー・ホーム　
－リミテッド・イヤーブック・エディション』　

◎ＤＶＤ ( 館内視聴用 )
『絵本読み聞かせ　第 1巻・第２巻』

◎一般書

『ａｂさんご』　　　　　　　　　　　黒田　夏子

『ふくわらい』　　　　　　　　　　　西　加奈子

『奥の奥の森の奥にいる。』　　　　　　　　　山田　悠介
『江神二郎の洞察』　　　　　　  　　　　　有栖川　有栖
『残穢 ( ざんえ )』　　　　　　　　　　　　小野　不由美
『カマラとアマラの丘』　　　　　　　　　　　  初野　晴
『謎 ( リドル ) の謎 ( ミステリ ) その他の謎 ( リドル )』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  山口　雅也
『密室蒐集家』　　　　　　　　　　　　　  大山　誠一郎
『スチームオペラ』　　　　　　　　　　　　　  芦辺　拓
『花粉症がみるみるよくなる６２の対策』
　　　　  医学博士・健康科学アドバイザー　福田　千晶
『伊達政宗の戦闘部隊　戦う百姓たちの合戦史』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  中田　正光
『取り戻せ、日本を。阿倍晋三・私論』　　　  渡部　昇一
『図面の新しい見方・読み方』　　　　　　　  桑田　浩志

◎

『

『
　

『
『
『
『
『

◎
『
『
－
『
『
－
『
『
－－

◎◎
『『

　マルキ・ド・サドをもじって名

づけられた、有名な編集者の鳴木

戸定。感情を表さない彼女は、猪

木に憧れるレスラーや盲目の男性

との付き合いを通じて、人との距

離を少しずつ縮めていく…。『小

説トリッパー』連載を単行本化。

　東日本大震災から今日まで
を、さまざまな人 ( 自衛隊員、
消防隊員、役所職員、医師、ス
ポーツ選手、芸能人、主婦、子
どもたち、など ) の視点で、時

　とてもじゃんけんのすきな女の
子がいました。だれとでもじゃん
けん、何を決めるにもじゃんけん。
ある日、とてもだいじなことを決
めるじゃんけん勝負がまっていま
した ! 女の子とねこのじゃんけん
対決のおはなし。

図書館カレンダー（３月）
日 月 火 水 木 金 土
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
■■は休館日

　２つの書庫と巻き貝状の小べや
のある「昭和」の家庭で育ったひ
とり児の運命…。全文横書き、か
つ「固有名詞」を一切使わないと
いう日本語の限界に挑んだ超実験
小説。「毬」ほか 2篇は裏表紙側
から縦書きで収録。

携帯電話用ＱＲコード

３月の読み聞かせ会
日時　３/16㊏ 11時～

　図書館ボランティア「スイミー」の皆さんによる
　絵本の読み聞かせなどを行います。

広報しんち H25.3.5（10）

系列につづっています。忘れてはならないあの日とその
後を、1巻 10 話、全 100 話の壮大な物語。



母と子の健康（３月）
健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳

交付

妊娠とわかったら、な
るべく早く母子手帳の
交付を受けましょう

３月８日㈮
３月 22 日㈮

９：00 ～ 10：00

３か月児
健診

24年 10 月 28 日～

12 月 20 日生まれ
３月 27 日㈬

12：20 ～ 12：30

２歳児
歯科健診

22年 10 月～ 12 月生まれ
３月６日㈬

13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ　保健センター（☎62２０９６）

３月 の たんぽぽひろば
期日 内容 場所

３月 13 日㈬ 閉講式・人形劇 児童館

◎問い合わせ　児童館（☎62４４３２）

大
き
く
な
っ
た
ね
！

　
「
先
生
、
ピ
ン
ク
の
ラ
ン
ド

セ
ル
買
っ
て
も
ら
っ
た
よ
」「
満

了
式
、も
う
す
ぐ
だ
よ
ね
」「
一

年
生
に
な
る
の
楽
し
み
〜
」
な

も
う
す
ぐ
一
年
生
！

ど
、
こ
の
時
期
の
年
長
組
は
、

『
も
う
す
ぐ
一
年
生
』
と
い
う

喜
び
と
期
待
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

保
育
所
で
は
、
年
長
組
の
活

動
と
し
て
、
充
実
し
た
楽
し
い

保
育
所
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
計
画
を
た
て

て
一
年
間
保
育
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
経
て
、

体
も
心
も
た
く
ま
し
く
成
長

し
、
子
ど
も
達
の
表
情
は
自
信

に
満
ち
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
た
よ
！

　

駒
ヶ
嶺
保
育
所
・
年
長
組
の

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

おわかれ会
　７日㈭   福田保育所・駒ヶ嶺保育所
　８日㈮　新地保育所

育児サロン
　８日㈮　 新地保育所
　19日㈫　福田保育所
　21日㈭　駒ヶ嶺保育所

満了式
　28日㈭　各保育所

広報しんち H25.3.5（11）

お花見会

３色だんごを作って食べました３色だんごを作って食べました

すいか割り

生け花甘くておいしかったね！甘くておいしかったね！

生け花を習い生け花を習い
母の日にプレゼントしたよ母の日にプレゼントしたよ

３月
行事予定

保育所から

こんにちは

駒ヶ嶺保育所

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

コ
ロ
ッ
ケ
を
作
る
絵
本
を

読
ん
で
い
る
時　
　

２
歳
児
女
児　

Ｋ
ち
ゃ
ん

「
マ
マ
ね
、
お
家
で
も

コ
ロ
コ
ロ
オ
ッ
ケ
ー
作
る
よ
」



暮らしの情報

i nformation

３
月
11
日

東
日
本
大
震
災 

新
地
町
追
悼
式

　

一
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
町
民
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、
ご
遺
族
の
皆
様
や
町
民
の
皆
様
と
と
も

に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、
町
の
復
旧
・
復
興
へ
の
決

意
を
誓
う
た
め
、
震
災
か
ら
２
年
の
節
目
と
な
る
３
月
11
日
に
追

悼
式
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
㈪　

14
時
30
分
〜

会
場　

新
地
町
総
合
体
育
館

次
第　

14
時
30
分　

開
式

　
　
　

14
時
40
分　

政
府
主
催
の
追
悼
式
を
中
継
放
映

　
　
　

14
時
46
分　

黙
祷

　
　
　
　
　
　
　
　

式
辞
・
追
悼
の
辞

　
　
　
　
　
　
　
　

献
花

　
　
　
　
　
　
　
　

閉
式

そ
の
他　

無
宗
教
・
献
花
形
式
で
執
り
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
（
☎
62
２
１
１
１
）

　

常
磐
道
建
設
現
場

　

見
学
会
参
加
者
募
集

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
管
内

工
事
安
全
協
議
会
で
は
、
次
の

と
お
り
、
新
地
町
民
を
対
象
に

し
た
常
磐
自
動
車
道
の
建
設
現

場
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
見
学
会

事
務
局
に
電
話
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

見
学
場
所　

常
磐
自
動
車
道
工
事
現
場
（
町

内
）

日
時　

３
月
31
日
㈰

午
前
の
部　

40
名

　

９
時
20
分
集
合
〜

　

12
時
30
分
解
散

午
後
の
部　

40
名

　

13
時
20
分
集
合
〜

　

16
時
30
分
解
散

応
募
方
法

町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

を
対
象
に
電
話
で
申
込
受
付
を

し
ま
す
。
１
家
族
３
名
以
内
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

３
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮

10
時
〜
16
時

受
付
電
話
番
号

（
☎
35
１
５
４
８
）

受
付
時
の
確
認
内
容

・
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号

・
参
加
希
望
人
数
（
１
家
族
３

名
以
内
）

・
希
望
時
間
帯
（
午
前
の
部
・

午
後
の
部
）

※
参
加
者
は
抽
選
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

※
当
選
結
果
は
、
当
選
者
に
の

み
、
３
月
18
日
発
送
の
郵
送
は

が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

※
荒
天
中
止
の
場
合
は
、
３
月

29
日
㈮
に
電
話
連
絡
す
る
ほ

か
、
新
地
町
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

に
も
掲
示
し
ま
す
。

※
長
靴
、
防
寒
着
、
雨
具
等
は

各
自
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本

相
馬
工
事
事
務
所

（
☎
35
１
５
４
８
）

　

発
掘
作
業
員

　

募
集
説
明
会

　

㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団
で

は
、
常
磐
自
動
車
道
建
設
に
伴

い
遺
跡
発
掘
の
作
業
員
を
募
集

し
ま
す
。
発
掘
作
業
員
と
し
て

雇
用
を
希
望
す
る
方
は
、
下
記

の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
当
日
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明
会

に
続
い
て
面
接
を
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
19
日
㈫
13
時
〜

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

大
集
会
室

募
集
人
数　

40
名
程
度

雇
用
条
件

満
18
歳
以
上
70
歳
以
下
で
新
地

町
在
住
の
健
康
な
方

（
昭
和
17
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）

雇
用
期
間
（
予
定
）

４
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
ま
で

雇
用
場
所

新
地
町
谷
地
小
屋
字
南
狼
沢
地

区
他

◎
問
い
合
わ
せ

㈶
福
島
県
文
化
振
興
財
団

☎
０
２
４

－

５
３
４

－

２
７
３
３
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わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
新
地

発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で

は
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

「
わ
く
わ
く
発
電
体
験
＆

バ
ス
ツ
ア
ー
」

日
時　

３
月
31
日
㈰

①
10
時
30
分
〜
11
時
10
分　

②
11
時
30
分
〜
12
時
10
分

③
14
時
〜
14
時
40
分

開
催
場
所　

発
電
所
構
内
と
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

内
容

・
発
電
所
構
内
を
バ
ス
で
周
回

　

し
ま
す
。

・
発
電
所
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

の
上
映
を
行
い
ま
す
。

・
発
電
模
型
や
発
電
キ
ッ
ト
を

　

使
っ
た
発
電
体
験
を
行
い
ま

　

す
。

定
員　

各
回
先
着
25
名
（
計
75
名
）

参
加
料　

無
料

募
集
方
法　

当
日
受
付

※
イ
ベ
ン
ト
開
始
30
分
前
に
、

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱

新
地
発
電
所
内
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
☎
62
４
７
２
２
）

　

金
融
庁
と
財
務
局
か
ら
の

　

大
切
な
お
知
ら
せ

　
　

個
人
版
私
的
整
理

　
　
　
　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

お
借
入
金
の
弁
済
に
お
悩
み
の

方
は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
被
災
ロ
ー
ン

減
免
制
度
）
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

免
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

※
債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、

①
個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど

の
不
利
益
を
回
避
で
き
ま
す
。

②
国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た

弁
護
士
の
費
用
に
限
り
ま
す
。

③
５
０
０
万
円
を
目
安
に
現
預

金
を
手
元
に
残
す
こ
と
が
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

義
捐
金
等
は
、
右
記
５
０
０

万
円
と
は
別
に
手
元
に
残
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど

の
個
別
事
情
に
よ
り
減
額
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ

町内の空間線量率調査結果
町では、町内 24 か所で放射線量の独
自調査を行いました。２月 12 日の測
定結果は次のとおりです。　（μSv/h）

測定場所 地表面 測定値
１ 福田小学校 土 0.06
２ 福田保育所 土 0.05
３ 木崎公会堂 土 0.28
４ 新地北工業団地 砂利 0.22
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.29
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.29
７ 狼沢集会所 土 0.26
８ 新地小学校 土 0.06
９ 尚英中学校 土 0.09
10 新地保育所 土 0.07
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.32
12 今泉農集排処理場 砂利 0.11
13 総合公園こどもの森 芝 0.35
14 新地浄化センター 芝 0.28
15 岡公会堂 舗装 0.12
16 杉目集会所 舗装 0.14
17 大戸緑地広場 舗装 0.17
18 新地町役場 舗装 0.12
19 菅谷公会堂 土 0.27
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.06
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.07
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.17
23 藤崎公会堂 砂利 0.22
24 富倉公会堂 舗装 0.10
※測定は月１回（第２火曜日）、地上１ｍ
　（３保育所は 50㎝の高さ）

ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
」
ま
た

は
お
取
引
金
融
機
関
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
委
員
会　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

３
８
０

－

８
８
３

福
島
支
部

☎
０
２
４

－

５
２
６

－

０
２
８
１

受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
17
時

環境美化運動に

ご協力をお願いします

　町では、次のとおり町内一斉の環境

美化運動を実施します。ご協力をお願

いします。

日時　３月 24 日㈰　午前６時～７時

（※雨天の場合は、３月31日㈰に延期）

◎問い合わせ　

町民課（☎62２１１６）
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スポーツ講演会
福島大学人間発達文化学類教授

白石　豊　氏

【プロフィール】
1954 年岐阜県生まれ。筑波大学大学院体育研究科修了。現在、
福島大学人間発達文化学類教授。日本ヨーガ療法学会理事、福
島大学スポーツユニオン理事長などをつとめる一方で、日本を
代表するトップアスリート達にメンタルトレーニングの指導を
行い、成果を挙げている。また、サッカー・ワールドカップ日
本代表岡田武史監督のチームづくりをサポートした。

「やる気と自信を高める
メンタル・トレーニング」

３月28日㈭　19時
農村環境改善センター

入場
無料

※入場整理券が必要です。整理券は新地公民館と総合体育館で配布しています

主催／新地町体育協会　後援／新地町教育委員会　協力／新地町総合型地域スポーツクラブ
問い合わせ／新地公民館　☎０２４４－６２－２０８５

e-mail　s-koumin@shinchi-town.jp

日　時　３月 19 日・22 日
　　　　　　 26 日・29 日（全４回）
　　　　19 時 30 分～ 21 時
会　場　尚英中学校
参加料　無料
準備物　体育館シューズ、
　　　　ラケット（貸出可）

対象者　小学生から一般
　　　　（町内外を問わず）

◎申し込み・問い合わせ
新地町バドミントン協会
☎０９０－４８８２－７３８９
E-mail：hidetoshi.matsuya.2002.2006.@docomo.ne.jp

春のバドミントン講習会参加者募集

広報しんち H25.3.5（14）
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日時
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ご冥福をお祈りします

（平成25年１月 21日～平成 25年２月 20日）

　（名前）　（年齢） 　（地区）   

菅野喜代子　87歳　大戸浜

加藤　　守　88歳　小　川

鈴木　利己　82歳　小　川

宇佐美三郎　63歳　小　川

森　　　信　74歳　大戸浜

荒　　ヒデ　85歳　富　倉

佐　オイチ　94歳　小　川

渡部　キイ　91歳　菅　谷

岩佐慶太郎　62歳　小　川
　

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

人口　/　8,026 人（＋ ２）

　男　/　3,963 人（－ １）

　女　/　4,063 人（＋ ３）

世帯数 /　2,582 世帯（＋２）
２ 月１日現在（　）は前月比

人の動き
住民基本台帳

誕生おめでとう
（平成 25年１月 21日～平成 25年２月 20日）

  （子ども）　　　 （親）　 　     （地　区）

   柚
ゆ ず き

來　  加藤武司・桃　子　下真弓

   晃
あきひろ

宏  　根本浩充・たまえ　新　町

   剛
ご う き

己  　前澤竜也・温　美　小　川

   蒼
そうすけ

佑  　荒　洋一・千恵子　今　神

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

県警からのお知らせ

東日本大震災行方不明者
沿岸部の捜索を行っています

　東日本大震災からおよそ２年が過ぎようとしています。

県内ではなお２１１名の方が行方不明です。

　県警では、現在も沿岸部の捜索を毎日実施しているほか、

消防、海上保安庁など関係機関と連携し、毎月潮位の差が

最大となる大潮の時期にあわせ、沿岸部の特別捜索を実施

しています。

　これからも行方不明者の早期発見のため、継続して捜索

活動を行っていきます。ご家族の皆さまから、「ここを重点

に探してほしい」というご意見、ご要望がありましたら、

遠慮なくお知らせください。

◎問い合わせ　
県警察本部災害対策課（☎０２４－５２３－５８１１）

相馬警察署（☎36３１９１）

春季火災予防運動実施中
　現在、平成 25 年全国春季火災予防運動が実施されていま

す。大切な命や住居を守るため、次の習慣や対策を確認して、

身近なところから火の用心を心がけましょう。

①寝たばこをやめる

②ストーブの近くに物を置かない

③コンロから離れるときは必ず火を消す

④住宅用火災警報器を設置する

⑤布製品は防炎品を使うように心がける

⑥消火器を置く

⑦もしもの時のため近所と協力体制をつくる

◎問い合わせ　新地消防分署（☎62２１１７）
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　町では、復興と一体となった環境未来都市の実現に取り組んでいるところですが、広く理解と協

力の輪を広げ、また、これからの町の方向性について考えていくため、次のとおり「環境と暮らし

の未来（希望）が見えるまち」をテーマに、新地町環境都市町民フォーラムを開催します。

　どなたでも参加できます。お気軽にご参加ください。

３３月月2525日㈪日㈪

基調講演基調講演
　復興と環境と経済が調和した新地の環境都市に向けて（仮題）
　ー 持続可能な環境都市の暮らしと産業の共生の実現に向けて ー 

　独立行政法人国立環境研究所　

　藤田　壮　氏

13 時 30 分～ 15 時 30 分13 時 30 分～ 15 時 30 分
農村環境改善センター農村環境改善センター

パネルディスカッションパネルディスカッション
　新地町の環境未来都市の実現と復興に向けて（仮題）

　　東京国際大学商学部　教授　生井澤　進　氏　ほか

◎問い合わせ

企画振興課 環境未来都市推進室（☎62２１１２）

新地町環境都市町民フォーラム新地町環境都市町民フォーラム
～環境と暮らしの未来（希望）が見えるまち～～環境と暮らしの未来（希望）が見えるまち～

　町では、独立行政法人国立環境研究所と、復興と環境都市の推進に関して連携・協力に関する基

本協定を締結することになりました。

　本協定は、町及び国立環境研究所が、包括的な連携のもと、再生可能エネルギーの活用をはじめ

とした環境分野における相互の協力関係を深化させ、もって復興と環境と経済が調和した持続可能

な環境都市の暮らしと産業の実現に寄与することを目的とするものです。

　環境分野における人材育成、研究成果等の地域還元や普及啓発などを行っていく予定です。

（独）国立環境研究所：環境行政の科学的・技術的基盤を支え、幅広い環境研究に総合的に取り組む研究所。

東京大学都市工学科卒業、ペンシルバニア大学院都市計画修士、

東京大学博士（工学）。東洋大学工学部教授を経て、現在は国

立環境研究所環境都市システム研究プログラム総括。専門は環

境システム学、都市環境計画、環境技術評価、エコタウン、都

市産業共生システム。


